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はじめに 

 

市民の皆様に小美玉市の財政状況をお知らせするために，「わかりやすい財政白書」を

作成しました。 

市の財政状況については，これまでも法令や国の制度などに基づき様々な角度から調

査・公表をしています。この白書は，これらのばらばらであった公表結果をひとつにまと

め，よりわかりやすく解説することで，市民の皆様にもっと身近に市の財政について感じ

ていただくことを目的として作成しています。そして，小美玉市誕生からこれまでがどの

ような財政状況であったか一目でわかるグラフに加え，これまで積み上げてきた財産（資

産）や将来へ引き継がれる負担（負債）について財務書類で解説しています。また，わか

りやすさ・馴染みやすさを最優先し，一番お伝えしたいポイントに絞っておりますので，

より詳しい内容につきましては，従来どおり市ウェブサイトに掲載しております「予算／

決算」の各種資料をご覧ください。 

本書が市民の皆様と市財政運営における現状と課題を共有しながら，今後も持続可能な

健全財政を維持していく取り組みの一助となれば幸いです。 
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１．小美玉市の家計簿 

（１）おみたま家の１年間の収入と支出                   

小美玉市の平成２８年度一般会計決算（H28.4 から H29.3 までのお金の出入り）を家庭

の場合に例えてみました。 

（より身近に感じていただくため 5,000 分の 1 の大きさにしています。） 

 

収入（市に入ったお金）          支出（市から出たお金） 

  収入と支出の差額 17 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入ったお金 金額（万円）

給 料 （ 基 本 給 ） 134

給 料 （ 諸 手 当 ） 133

パ ー ト 収 入 14

親 か ら の 援 助 120

ロ ー ン 借 入 50

預 金 引 き 出 し 6

去 年 余 っ た お 金 17

そ の 他 の 収 入 10

合 計 484

〜解説【収⼊】〜 

給料（基本給）･･･市税（市⺠の皆様から市へ直接納めていただいた税⾦） 

給料（諸⼿当）･･･地⽅交付税・各種交付⾦（国に納められた税⾦のうち市に配分されたお⾦） 

パート収⼊･･･使⽤料・⼿数料・財産収⼊・寄附⾦（保育所や放課後児童クラブに通うとき，住⺠

票等の証明をもらうとき，市の施設を利⽤するときなどに負担していただくお⾦や 

⼟地等の売却収⼊，寄附⾦など） 

親からの援助･･･国庫⽀出⾦・県⽀出⾦（国や県から使い道が決められてもらったお⾦） 

ローン借⼊･･･市債（主に建設事業費に充てるため，銀⾏や国などから借りたお⾦） 

預⾦引き出し･･･繰⼊⾦（基⾦（預⾦）を取り崩したお⾦） 

去年余ったお⾦･･･繰越⾦（昨年度 1 年間の収⼊から⽀出を差し引いて残ったお⾦） 

その他の収⼊･･･諸収⼊（毎⽉いただく学校給⾷代や市の総合検診を受けるときの代⾦，スポーツ

教室，公⺠館事業の参加費のほか，上記にあてはまらない細々とした収⼊） 

出たお金 金額（万円）

食費・光熱費・通信費など 138

医 療 ・ 介 護 ・ 教 育 費 132

家 の 修 理 ， 改 築 99

子 ど も へ の 仕 送 り 49

ロ ー ン 返 済 40

預 金 積 み 立 て 9

合 計 467
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ぼく，おみたん。僕と一緒に小美玉市の

財政資料をみていこう！ 

 

まずは，小美玉市のお財布事情を家庭に

例えてみたよ。平成 28 年度の小美玉市

の一般会計を 5000 分の 1 に縮小する

と，収入が 484 万円，支出が 467 万円

で，余ったお金 17 万円は来年度に引き

継ぐよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解説【⽀出】 

⾷費・光熱費・通信費など･･･⼈件費・物件費 

（議員や市⻑・副市⻑・教育⻑，職員などの給与，各委員会の委員報酬や臨時職員の賃⾦，施

設の警備や点検等の⺠間事業者への業務の委託料，光熱⽔費，郵便料など） 

医療・介護・教育費･･･扶助費・補助費 

（児童･障害者･⾼齢者向けのサービスや⽣活保護が必要な⽅等を援助するお⾦や，地区敬⽼会

や商⼯会，⽂化グループなど各種団体や市⺠の⽅が⾏う事業に対する助成⾦，ごみ処理施設

や斎場などの組合へ負担するお⾦） 

家の修理・改築･･･維持補修費・投資的経費 

（施設や道路の修繕，学校や道路，公園の整備（建替えや新設，耐震補強など）） 

⼦どもへの仕送り･･･繰出⾦，貸付⾦，出資⾦ 

（下⽔道や国⺠健康保険，介護保険などの特別会計（別のお財布）へ出したお⾦や貸付事業の

お⾦や公益団体などへの出資⾦） 

ローン返済･･･公債費（銀⾏や国から借り⼊れたお⾦の返済） 

預⾦積み⽴て･･･積⽴⾦（基⾦（預⾦）への積み⽴て） 
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標準的な行政サービスを提供するた

めに必要な費用に対して，市の税収な

どがどのくらいの割合を占めている

かを表す数値だよ。小美玉市はずっと

県の平均と全国平均の間で，同じよう

に増えたり減ったりしているね。 

２．小美玉市の財政指標 

小美玉市の財政をいくつかの財政指標（＝全国統一の基準）でみてみましょう。 

（１）財政力指数                             

国が示したルールに沿って，小美玉市の規模（市の面積や人口，世帯数，納税者数，道

路の長さや学校の数，農家の数など多岐にわたる項目）から見込まれる収入（基準財政収

入額）と支出（基準財政需要額）の割合（収入÷支出）をいいます。 

これが１に近いほど，数値が大きいほど財政に余裕があり良いとされます。また，この

指数が 1 より小さい（＝支出が収入より大きい）場合は，その差額（不足分）が国から   

「普通交付税」として交付されます。 
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小美玉市は県の平均も全国平均も下回っ

ているけど，だんだん高くなっているね。

この数字が高くなりすぎないように，職

員の定員管理やお金を借り入れて行うよ

うな大規模建設事業の実施時期などは，

毎年計画的に取り組んでいるよ。 

 

（２）経常収支比率                           

 毎年常に入ってくるお金（市税や普通交付税など）と毎年支払わなくてはならないお金

（市債の返済（公債費）や医療や福祉サービス費（扶助費），給与等（人件費）であり，

「義務的経費」といいます）を比べたもので，この比率が低いほど，臨時的な経費に使え

るお金が多いことを意味し，様々な市独自のサービスができることにつながります。 
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（３）実質公債費比率                            

 実質公債費比率は，市の借入金に関わる指標です。市が直接借りたお金だけでなく，間

接的に借りたとみなされるもの（ごみ処理施設組合が設備更新のため借入したことに対し

て，市が負担金を出した場合など）も含めて，その年の返済額が，その年の使い道が自由

な収入に占める割合を出し，直近の３年間で平均したものです。 

 25.0 を超えると早期健全化基準（イエローカード），35.0 を超えると財政再生基準（レ

ッドカード）に該当し，財政破綻の危機があるため県の許可なく市債の借入ができなくな

ったり，財政再生計画を国に提出し，財政を立て直ししたりする必要が出てきます。 
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小美玉市はイエローカードになる基準

（20.0％）よりだいぶ下回っているね。 

借入金を無理なく返済しながら，同時に

様々な分野で事業を実施できていると

いうことだね。 
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将来負担比率は，近年 60％くらいで，

イエローカードのラインを大きく下回

っていて良好な結果だね。これからも

将来の負担が大きくならないようにし

ていくよ。 

 

（４）将来負担比率                           

 将来負担比率は市の借入金をはじめとした将来に渡り支払わなくてはならない費用（負

債）の総額が，1 年間の収入規模の何倍になるかを示した指標です。家計に例えると，住

宅ローンの残高が年収の何倍になるかを表しています。 

小美玉市の場合，国が定める基準は 350％未満とされています。この基準を超えると財

政健全化計画を国に提出し，事業や組織の見直し，収入の確保などより厳しい財政改善が

求められます。 
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平成19年度に市税が大きく伸びたのは，

国の税制度の改正があって，国に入って

いた税収が，市により多く入るようにな

ったからだよ。人口減少は小美玉市でも

進んでいるね。市では総合戦略「ダイヤ

モンドシティ・プロジェクト」で人口減

少に歯止めをかけようと，様々な事業を

行っているよ！ 

３．小美玉市の財政状況 

（１）市税の推移                             

 市の収入として一番大切な市税にはいろいろな種類があります。個人や法人の住民税，

土地や建物などにかかる固定資産税，軽自動車や原付バイクなどにかかる軽自動車税やた

ばこ税などがあります。 
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（２）基金（市の預金）の推移                      

 基金とは，市の預金のようなもので，大きく分けると３種類あります。 

 

ひとつは，使い道を決めて貯めておく「特定目的基金」 

もうひとつは，財政が苦しくなった時や思わぬ出費のための「財政調整基金」 

そして，借入金を繰り上げて返済する時のため「減債基金」があります。 
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小美玉市の貯金は平成 21 年度から伸びてい

るね！平成 28 年度の基金は，市民一人当た

りに換算すると 17 万円だったよ。人口は減

っているし，市税は横ばいで義務的経費の割

合も増えているから，上手に使いながら，困

った時のために貯めておこう。 
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合併してから市債残高が増えているね。 

平成 28 年度では住民一人当たりの借金

が約 49 万円だったよ。 

借金は少ないほうがいいけれど，学校や

道路はこれから先も長く使っていくもの

だから，ぼくら次の世代も負担するよ！ 

 

（３）借入金残高（市の借金）の推移                   

 市が実施する学校建設や幹線道路の整備など大規模な建設事業を実施しようとした場合，

一時的に多額のお金が必要になります。これを全てその年に入る税金などでまかなおうと

すると，ほかの事業ができなくなってしまいます。また，学校や道路等は将来の世代も長

く使っていくものなので，建設事業に関しては県から同意を得て，国や銀行等からお金を

借りることが認められています。 
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（４）義務的経費の推移                         

 義務的経費とは，いろいろな福祉や医療に関する費用や借入金の返済，議員報酬や職員

給与など，支払わなくてはならないお金のことです。 

公債費（借金の返済）については，おもに「合併特例債」の借入が増加したためです。

合併特例債とは，合併した市町村が‘新しい市’としてもっと便利で安全に住みやすくな

るように，幹線道路や学校，公園などの整備に充てられる，国から財政支援も得られる期

間限定で借入限度額も決められた特例的な借金です。扶助費とは，福祉や医療に関わる費

用ですが，国の制度改正や利用者が年々増えているため，増加傾向にあります。人件費に

ついては，議員定数削減のほか，職員の定員管理計画をもとに退職者数と新規採用職員数

や年齢層のバランス，組織の見直しなど全体的に考慮し調整した結果，わずかながらです

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：億円） 

この 10 年間で扶助費が 2 倍になっているね！

福祉や医療サービスがたくさん必要とされてい

るということだね。今後もまだまだ伸びそうだ

よ。借金の返済も，合併特例債を借りる間は伸

びそうだなぁ。合併特例期間は平成 38 年 3 月

末までだよ。 
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４．小美玉市の財務書類 

（１）新地方公会計における財務書類について                

 自治体でも企業のように複式簿記を採用し，その年の現金の出入りだけでなく，これま

でに築いてきた資産（建物・土地・道路・預金）や将来にわたり負担となる負債も把握・

管理することが重要となっています。そのため，新地方公会計制度に基づいて全国統一の

作成方法で，企業会計のような財務書類４表を作成しています。 

 

【財務書類 4 表の関係図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

貸借対照表 

（BS） 

 

 

 

資産 

 

うち， 

現金預金 

 

 

 

 

負債 

 

純資産 

行政コスト計算書 

（PL） 

（経常費用） 

－（経常収益）① 

（臨時損失） 

－（臨時利益）② 

【純行政コスト】 

①+②

純資産変動計算書 

（NW） 

【前年度末純資産残高】①

【本年度純資産変動額】②

－（純行政コスト）

＋（財源） 

±（固定資産等の変動）

【本年度末純資産残高】

①-②

資金収支計算書 

（CF） 

【本年度資金収支】①

＋（業務活動収支）

＋（投資活動収支）

＋（財務活動収支）

【前年度資金残高】②

【本年度末現金預金残高】

※歳計外現金も含む 

①+②

財務書類 4 表は矢印の部分がつながってそれぞれ関

係しているよ。企業の決算書のようだね。 

これからは市も企業のようにお金の出入りだけでな

く，資産（財産）や負債も把握してコスト意識を高め

ていかないと！‘市を経営する’感覚が大事だね！ 
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（２）貸借対照表（BS：バランスシート）                   

 貸借対照表とは，１年間だけの資産や負債の変動ではなく，市が積み上げてきた資産と

負債及び純資産を表しています。過去の世代が形成してきた資産と将来世代が負担するこ

ととなる負債を示します。ここでは，企業でいう連結決算と同じように，小美玉市と関係

のある一部事務組合等も含めた「連結」会計での決算を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：億円）

連結 連結

固定資産 固定負債

公共用資産 896 地方債 418

事業用資産 376 退職手当引当金等 62

インフラ資産 509  流動負債

その他 11 １年内償還予定地方債 28

投資その他の資産 53 賞与等引当金等 6

投資及び出資金 1 513

長期延滞債権等 8

基金（特定目的基金） 44 固定資産等形成分 1,006

流動資産 余剰分（不足分） △ 474

現金預金（期末資金残高+歳計外現金） 34

未収金等 5

基金 57

財政調整基金 34

減債基金 22 531

1,045 1,045

※記載金額は，表示単位未満を四捨五入しているため，合計と一致しない場合があります。

負債合計

【純資産の部】

純資産合計

資産合計 負債・純資産合計

科　　目 科　　目

【資産の部】 【負債の部】

左側が小美玉市や関係する一部事務組

合等を含めた全ての「資産」で，学校や

公民館，文化センターや道路，ごみ処理

施設や上下水道設備，貯金（基金）など

で総額 1,045 億円だよ。 

「資産」＝「負債」＋「純資産」で， 

資産は借入金等の負債と純粋な負担の

ない部分から成り立っているよ。 

右上は「負債」で，合計 513 億円。これま

で建物や道路などを作ってきたときの借金

残高や職員全員分の将来支払う退職金見込

み額など将来負担する額になっているよ。

右下は「純資産」で，531 億円。資産の額

から負債の額を差し引いた，純粋な資産の

額だよ。負債と純資産はだいたい半分ずつ

だから，今の世代と将来の世代が半分ずつ

負担していると言えそうだね。 
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（３）行政コスト計算書（ＰＬ）                     

行政コスト計算書は，職員給与や庁舎等維持管理費，社会保障給付費など資産形成につ

ながらない行政サービスの提供に要したコストを性質別に表しています。また，減価償却

費や各種引当金繰入額等を計上することで，歳入歳出決算書では見えにくい，行政サービ

スの費用と収益の情報を集約しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

連結
経常費用

業務費用 145
人件費 50

職員給与費 43
退職手当引当金繰入額等 7

物件費 85
物件費等 50
維持補修費 4
減価償却費 30

その他の業務費用 10
支払利息 5
徴収不能引当金繰入額等 5

移転費用 198
補助金等 169
社会保障給付 29
他会計への繰出金 -

経常収益
使用料及び手数料 16
その他 19

△ 308
臨時損失 （資産除売却損等） 1
臨時利益 （資産売却益等） 0

△ 309
※記載金額は，表示単位未満を四捨五入しているため，合計と一致しない場合があります。

科　　目

純経常行政コスト

純行政コスト

（単位：億円）

行政サービスを提供するための人件費や補助金，社会保障給付な

どの経常費用は 343 億円。医療保険や介護保険の給付が含まれる

「補助金」や生活保護扶助費などの「社会保障給付」の合計は 198

億円で，経常費用全体の約 6 割を占めているよ！経常収益（市税

や医療・介護保険料はここに含まれません。）は 35 億円だったよ。

純行政コストは 309 億円で，赤字のようにみえるけれど，これを

市税や保険料，国県補助金でまかなっているよ。 
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（４）純資産変動計算書（ＮＷ）                     

 純資産変動計算書は，貸借対照表の「純資産の部」に計上されている数値の期間中の内

部変動を表しています。行政コスト計算書で計算された純行政コストを税収や国県等補助

金で賄ったことを示すとともに，純資産の変動から固定資産（建設投資や貸付金，基金等） 

 等の増減状況を把握することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：億円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

500 981 △ 481
純行政コスト（△） △ 309 △ 309

財源 340 340

税収等 222 222

国県等補助金 118 118

31 31
固定資産等の変動（内部変動） 30 △ 30

有形固定資産等の増減 27 △ 27

貸付金・基金等の増減 3 △ 3

その他 0 △ 5 5

31 25 7

531 1,006 △ 474
※記載金額は，表示単位未満を四捨五入しているため，合計と一致しない場合があります。

　本年度差額

　本年度純資産変動額

本年度末純資産残高

科　　目

連結

合計

前年度末純資産残高

本年度末の純資産残高は 531 億円で，前年度末の 500 億円から，この１

年間で純資産は 31 億円増えたよ。これは，「行政コスト計算書」にある行

政コスト 309 億円を税収と国県補助金合わせて 340 億円でまかなった結

果だよ。 

増えた純資産のうち，25 億円が建物や基金に相当する固定資産形成分だ

ったよ。 
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（５）資金収支計算書                        

 資金収支計算書は，市の 1 年間の現金の動きを明らかにするものです。 

業務活動収支（行政サービスや税収等により毎年継続的に発生する支出と収入），投資

活動収支（投資的事業に係る臨時に発生する支出と収入），財務活動収支（地方債の償還

や発行に伴い発生する支出と収入）の３区分により表示します。 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：億円）

連結

【業務活動収支】
業務支出 311

業務費用支出　(人件費，物件費，支払利息等) 115

　　うち，支払利息 (5)

移転費用支出　（補助金，社会保障給付等） 196

業務収入　（税収，国県補助金，使用料・手数料等） 345

臨時支出 0

臨時収入 0

34

【投資活動収支】
投資活動支出　（公共施設整備，基金積立，貸付金等支出） 63

投資活動収入　（国県等補助金，基金取崩，貸付金元金回収等収入） 26

△ 37

2

【財務活動収支】
財務活動支出　（地方債償還等支出） 27

財務活動収入　（地方債発行等収入） 31

4
0

33

△ 0

33

1

0

1

34

※記載金額は，表示単位未満を四捨五入しているため，合計と一致しない場合があります。

科　　目

業務活動収支　【A】

投資活動収支　【B】

財務活動収支　【C】

基礎的財政収支（プライマリーバランス）
【A】+【B】 ※支払利息除く

本年度末歳計外現金残高　【E】

本年度末現金預金残高　【D】+【E】

本年度資金収支額　【A】+【B】+【C】

前年度末資金残高

比例連結割合変更に伴う差額

本年度末資金残高　【D】

前年度末歳計外現金残高

本年度末歳計外現金増減額

「業務活動収支」は 34 億円（黒字），「投資活動収支」は 37 億円（赤字）で，支払

利息を除いてこれらを足した「基礎的財政収支（プライマリーバランス）」は 2 億円

の黒字だったよ。この「プライマリーバランス」が大幅に赤字なら借金に頼りすぎ，

黒字が大きすぎては税金が高すぎたり，もっと税収に見合った事業ができたりした

のでは？ということ。バランスが取れていることが大事だよ。また，「投資活動収支」

が赤字なのは，大型建設（投資）事業のため，地方債発行（借金）することがあり，

その収入が，「財務活動収支」の収入として計上されるためだよ。 
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おわりに 

 

ここで取り上げた財政指標は，数ある指標のうちの代表的なもので，計画（予算）を立

てて実行（決算）し，全国統一の「ものさし」で測った結果です。これらの結果から，お

おむね市の財政状況は良好であると言えますが，地方の人口減少時代と言われる今，小美

玉市も例外なくその課題に直面しています。これに向き合い，人口流出に歯止めをかけて

いかなければ，将来において予算すら立てることが困難となり，これまでの行政活動の規

模を縮小せざるを得なくなってしまいます。市では，若者世代が住んでみたい，これから

も住み続けたいと思えるような魅力的なまちにしていこうと，ひと・まち・しごと創生総

合戦略『ダイヤモンドシティ・プロジェクト』を平成 28 年に立ち上げました。ここでは，

移住促進事業や出会いから結婚，出産，子育てそして教育や就業など，このほか様々な場

面でのサポート事業を展開しています。 

また，医療や介護などの社会保障についても安心して受けられ，且つ，幹線道路や羽鳥

駅の橋上化など，利便性も兼ね備えた災害に強いまちづくりにも引き続き力を入れて，生

涯にわたり安心・安全に暮らしていけるまちを目指しています。 

今後も健全で安定した財政運営を継続していくには，市の総合計画をはじめ，各分野に

おける計画に基づき実施した事業の結果がどうであったか，行政評価の機能をより効果の

あるものとする必要があります。そして，今ある小美玉市の資産をどう活用し，発展させ，

将来の世代へ引き継いでいくかは，行政だけでなく，市民の方々や企業の方々と協働で取

り組んでいく課題と認識しているところです。これからも，この白書を通じて皆様方と財

政状況を共有しながら，市行財政運営に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 3 月  小美玉市企画財政部財政課 
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